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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社クレスコ 

 

[企業 ID]  4674 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021 年 3 月期 決算説明会 

 

[決算期]  2020 年度 通期 

 

[日程]   2021 年 5 月 14 日 

 

[ページ数]  39 

  

[時間]   15:00 – 15:57 

（合計：57 分、登壇：45 分、質疑応答：12 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役 社長執行役員  根元 浩幸（以下、根元） 

  



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

2 
 

登壇 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。ただ今より、株式会社クレスコ、2021 年 3 月期決算説明会

を開催いたします。本日は、お忙しい中ご視聴くださいまして、誠にありがとうございます。 

本日は、会社側からのプレゼンテーションの後に質疑応答のお時間を設けております。ご説明の後

で、お送りいただいたご質問に対して、会社様よりご回答をいただきます。なお、お時間の関係で

全ての質問へのご回答が難しい場合がございます。あらかじめご了承をお願いいたします。説明会

終了時刻は 16 時を予定しております。 

それでは、本日のご説明者をご紹介いたします。代表取締役、社長執行役員、根元浩幸でございま

す。 

早速始めたいと存じます。根元社長、よろしくお願いいたします。 

根元：株式会社クレスコの社長をやっております、根元です。本日は 2021 年 3 月期の決算のアナ

リスト向けの説明会にご参加いただきまして、ありがとうございます。 

私からは、パワーポイントの画面を使いまして、40 分程度お話させていただきます。今回、決算

発表に合わせて経営ビジョン、それから中期経営計画といったところが新しく今年度からスタート

していますので、その辺の話も含めて 40 分程度お話ししたいと思います。 

それでは、早速説明に入らせていただきます。 
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決算のポイントです。 

売上高・利益についてですが、新型コロナの感染がまだ増加している状況ではありますけれども、

われわれの業界、われわれの会社でいいますと、景況感は改善傾向にあって、売上高は回復基調に

あると見ております。 

一番大変だったのが先期第 1 クォーターでして、第 1 クォーターはかなり混乱状態。お客様もわれ

われも混乱状態ということだったんですけれども、夏以降ですかね、2Q 以降、コロナ禍でのビジ

ネスの進め方がだいぶ慣れてきたというのがあります。 

営業活動も対面、まだオンライン商談もかなりありますけれども、だいぶ慣れてきたということ

と、新規の営業についても着実に増えてきているということです。 

2 番目の点の営業利益でいいますと、第 1 クォーターは、やはりかなり混乱状態で低かったのです

けれども、通期でいいますと 8.8%までは改善したと。 

4Q のみで見ると 10%を超えているということです。不採算のプロジェクトを極小化したというの

と、テレワークの中でも生産性が向上できたことがあるかと思います。 
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純利益につきましては、投資有価証券の売却益等によって特別益が増加したことで、7 期連続の最

高益という状況です。 

真ん中にありますけれども、最終的には通期で売上高が 397 億円で、前年比で 100.9%で、わずか

ながらですが増収することができたということです。 

営業利益につきましては、34 億 8,000 万円で、前年比で 98%。経常利益は 41 億円で、前年比で

110.5%。純利益は 26 億 3,000 万円で、前年比で 10.8%という形で先期は終了しました。 

 

次に、受注高・受注残高ですが、営業活動もコロナ禍、進められる形になってきましたので、受注

状況も前年並みには改善しているということです。 

後でも申しますが、DX、デジタル変革の波が来ていますので、それが後押しになっていると見て

おります。 

もちろん顧客ごとによって投資の濃淡はあるということですので、そこは仕方がないかなと思って

おりますが、全体としては少し追い風が吹いているのではないかなと見ております。 
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次に、セグメント別の売上高・利益です。 

ソフトウェア開発につきましては、コロナ禍の影響が大きかった公共サービスのセグメントが前年

比で 85%の売上まで落としたという一方、金融が 113%、流通・その他が 106.8%で、全体として

は 2.5%の増収と。 

セグメント利益も 1.8%ですけれども増益に好転している状況です。 
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次に、組込み型ソフトウェア開発ですが、上半期落ち込んだ分の影響がありまして、全体でいうと

6.1%の減収となっておりますが、徐々にではありますけれども各セクターごと、回復基調にある

ということです。 

中身を見ますと、通信システムについてはほぼ横ばい、102.5%、カーエレクトロニクスは 95%、

情報家電等・その他が 91.5%。情報家電等・その他については、情報家電そのものはそんな悪くは

なかったですが、充電系のプロジェクトが少し中止、延期のような影響が出たと見ております。 
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今期の 2022 年 3 月期の見通しについてお話しさせていただきたいと思います。 

情報サービス産業全体でいいますと、一番上に書いていますが、昨年度の反動ということで、昨年

度は多分マイナス成長だったんですけれども、それの反動が期待できるかなということと。 

やはりコロナ禍でも企業のデジタル化が加速してきていると。要は本格的なデジタル変革の時代に

入ったなという感じがしています。 

感染予防でテレワーク、リモート開発が、もうこの 1 年で定着しましたので、事業活動、コロナ禍

ではありますけれども事業活動の支障は少なくなっていると思っています。 

デジタル推進の機運が大きくなってきていて、受注は増加傾向にあるかなと思っています。 

また、国も 9 月にデジタル庁の設立ですとか、デジタルの日の創設ということで、これを契機にこ

こ数年国全体でのデジタル変革、DX ということで事業の機会が出てくるだろうと見ています。 
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次に、弊社の見通しということで少しお話ししたいと思います。 

まず、新型コロナへの対応ですが、もう昨年の 2 月から継続してやっております、随時ホームペー

ジにも更新していますし、社員、グループ会社にも発信、指示をしております。 

先ほどから申しますとおり、もう事業そのものはコロナ禍でも何とかやっていける状況にはなって

きました。昨年 10 月 1 日からテレワークの体制等を強化しまして、いろんな手当を支給すると

か、いろんな形での働き方の改革もしております。 

実際、このゴールデンウイークには使っていないプロジェクトルームもかなり出ていましたので、

その辺の統廃合という、スペースの最適化というような施策も行ったという状況です。 
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とは言いましても、やはり事業リスク、マイナス面はあると思っております。 

情報サービス産業自体への影響は限定的ではあると思いますが、やはり今、緊急事態宣言が出てお

りまして、われわれのお客様も経済活動を抑制されているところのお客様がおります。 

そうした中で、今年度は V 字回復ではないですけれども、投資してもっと頑張っていこうと言っ

ていたトーンが、やはり少し下がってきているというお客さんも若干いらっしゃいます。 

ですので、お客様のビジネス状況によって、われわれへの IT 投資という影響はあると思っており

ます。 

ただ、先ほどから申しましたとおり、全体でいうと、やはりプラスの面のほうが多いだろうと見て

おります。 
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次に、プラス面ということでお話しします。 

この後、私が話をしますけれども、今年度、2021 年 4 月から私どもの会社では 10 年間の長期ビ

ジョン、「CRESCO Group Ambition 2030」をスタートさせます。 

また、そのビジョンの具現化に向けて、中期経営計画 2023 ということで、2021 年から 2023 年度

の中期経営計画を立てました。これに基づいて今年度は事業活動を推進していくことになります。 

先行きの見通しは少し改善してきていると見ていますし、デジタル変革が加速するだろうと予測し

ております。 

ここには書いていないですが、今週入ってきたニュースとしましては、今年度、今年から経済産業

省で DX 認定事業者を認定する制度がスタートしております。 

これは、われわれのような情報サービス産業だけではなくて、全ての産業において企業で DX を推

進する、整備がきっちりできているという会社に DX 認定事業者を認定するわけですが。 

今週になりまして、この 5 月から弊社も DX 認定事業者に認定されたというニュースが入ってまい

りました。詳しくはホームページに昨日リリースしていますので見ていただければと思います。 
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われわれは、前のビジョンの 2016 年から 2020 年までのビジョン、「CRESCO Ambition 2020」

というビジョンをやったのですが、そこの中でも Lead the Digital Transformation、要はデジタル

トランスフォーメーションをリードすると、お客様のデジタルトランスフォーメーションをリード

しますと標榜して活動してきましたので、われわれの社内へのそういうデジタル変革の投資等もか

なりここ数年やってきていますので。 

今回、コロナ禍ということではありましたけれども、比較的スムーズにテレワークには移行できた

かなと思っております。 

そういう実績等をわれわれはもっとお客様にも提供していけるような形で事業活動を広げていきた

いと思っております。 

 

次の説明をします。今年度の連結業績予想です。 

コロナ禍ではありますけれども、事業に大きな支障はないだろうと見ております。 

ここがやはり昨年度スタート、1 年前とはやはり大きく違うなと感じています。 

受注も改善するだろうと見ております。 
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ただ、何が起こるか分からないというのもありますので、現在入手できている情報に基づく判断だ

ということで、次のような予想をしております。 

右下にありますけれども、2020 年 3 月期の連結での売上高以下です。 

売上は 424 億円で、前年比で 106.8%。営業利益は 38 億 5,000 万円で 110.5%。経常利益は 42 億

円で 102.4%。純利益は 28 億 5,000 万円で 108.2%。これを業績予想値としております。 
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続きまして配当ですが、上の真ん中にありますけれども、中間 20 円、期末 20 円の 40 円という形

で配当予想をしております。 

ちなみに、2021 年 3 月期の期末は 18 円ということで公表していましたが、3 月に 20 円というこ

とで上方修正しております。 

その 20 円の配当に関する決定が、きょうの取締役会でなされましたので、正式にこの 20 円を決

定されたということです。 
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次に、経営方針、対処すべき課題ということでお話ししたいと思います。 

経営方針は、先ほど申しましたとおり、2030 年度に向けた 10 年間の経営ビジョン、「CRESCO 

Group Ambition 2030」。 

ここに出ていますけれども、「人が思い描く未来、その先へ クレスコグループは最高のテクノロ

ジーと絆で“わくわくする未来”を創造します」、こういう形のビジョンを掲げまして、10 年間こ

れで行こうと考えています。ほぼ 1 年間かけてこの経営ビジョンをグループの社員、社外の役員も

入りまして検討しました。 

そのうち、2021 年から、今年から 23 年までの 3 年間の経営目標、後でもう少し詳しく説明しま

すが、連結売上高 500 億円、連結営業利益額 50 億円、ROE15%以上と。 

これをこの中計 2023 の経営目標とします。 

対処すべき課題、右側にありますが、これは今年度こういう形でやっていこうということなのです

が。昨年度の課題感とそんなに大きくは変わっておりません。優先度だとか表現とかが変わってい

るところはございますけれども、そんなに大きくは変わっていません。 
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後で昨年度の最終版みたいな形で、対処すべき課題の状況はご説明したいと思います。 

 

中期経営計画についてご説明いたします。 

基本戦略・重点戦略です。ピンクで下線が引かれていますけれども、2021 年から 2023 年までの 3

年間の中期経営計画、中計 2023 を策定しました。 

三つの基本戦略にてビジネスの土台を強化するということと、新たなビジネスの柱を生み出すため

の三つの重点戦略に取り組んでいくという二つの大きな戦略がございます。 

下の基本戦略からちょっとお話ししますが、コアビジネス領域をより強固なものにするということ

です。 

IT サービスの拡大ということで、後でもう少し説明しますが、今年度から事業セグメントの切り

方を少し変えました。今までのソフトウェア開発、組込み型ソフトウェア開発を IT サービスと呼

ぶようにしました。 

それから、その上にあるデジタルソリューションということで、いわゆるサービス型のビジネス、

利用料ですとか、ライセンス料をいただく、要は世の中ではサブスクリプションモデルですとか、
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リカーリングモデルとか、いろんな言い方がされていますが、そういうのをデジタルソリューショ

ンとわれわれは呼ぶことにしました。 

ですので、IT サービス、デジタルソリューションの 2 本柱ということでやっていきます。 

ただ、現状でいいますと、圧倒的に IT サービスが多いですが、この IT サービスをやはり拡大して

いくということで。お客様、業種ごとにエンタープライズ、金融、製造、この三つのセグメントに

分けて施策を展開していきます。 

それから、こちらの IT サービス、特にそうですが、やはり品質の強化ということで、われわれは

やはりお客様に提供するサービスの品質という面は、昔から非常に重視しております。ですから、

新技術、ニーズの変化に対応したマネジメントプロセスを継続して改善して、実践していくという

ことで、品質の強化は継続してやっていくということになります。 

あと、技術の強化です。新技術および重点技術によるビジネスの拡大。今、重点技術と言っている

のは、AI、クラウド、アジャイルというところを重点技術と呼んでいます。 

それから、真ん中の重点戦略についてです。 

重点戦略は、新たなビジネスの柱を生み出すためにということです。デジタルソリューションとい

うセグメントを 1 個つくりまして、ここを強化していくと。ここの売上を倍増、倍、3 倍とか、そ

ういうような形で増やしていくと。こちらを専門にやる部隊もつくりました。この 4 月に発足しま

した。 

あと、新規のデジタルソリューションを拡充していくということも投資していきます。 

それから、機動的経営の深化ということで、先ほど DX 認定事業者という話をしましたが、DX 銘

柄ということで、経産省とか東証さんで認定するそういう銘柄があるんですけれども、それの認定

の獲得を目指します。要は公にも DX をきっちりできる、推進できる、自らもやっているし世の中

にもそれをリードできるんだという会社になっていくということです。それから、グループの連携

を強化していくということです。 

その右側にあるのは、人間中心経営の深化ということで、健康経営優良法人をここ 2 年ほど取得し

ていますけれども、それの上位企業になるように常に活動していくということ。それから次世代の

人材育成を充実させていくと。このような戦略をこの 3 年間取っていきたいと思っております。 
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先々は、2030 年度末には売上高 1,000 億円の企業を目指してまいります。 
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今話したことを 2030 年へのステップということで書きましたけれども、そのうちの中計 2023 の

初年度が今年度に当たります。 

まずは、この 3 年で 500 億円のところまで持っていくということになります。 
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事業セグメントは、先ほどお話ししました。IT サービスは三つの領域に分けています。 

やはりいろいろ書いていますけれども、お客様の数をやはり増やさなければならないなと私は思っ

ております。今回のコロナ禍でも、やはりどうしても本業が厳しい状況の中で、投資を絞らざるを

得ないというお客様もおりますので、やはりいろんなお客様を常日頃より開拓していくと。 

当然 IT の投資ですので、お客様ごとに山谷はあります。ですので、常に新しいお客様を開拓して

いくということで成長を遂げていく必要があると思っております。 

それから、下に書いてあるデジタルソリューションですね。これはやはりデジタルソリューション

をどんどん拡充していくと。売り物を拡充していくことと、それをマーケティングしていく、プラ

ンニングしていくところも強化していかなければならないと思っております。 
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先ほどもちょっと出ましたけれども、経営目標、2023 年度の経営目標はこの数字を目指していま

す。 
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経営ビジョンと中計 2023 につきましては、ホームページにもう載せておりますので、ぜひ詳細は

ご覧になっていただければと思います。 
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次ですね。補足の資料等について少し説明します。 

こちらは B/S ですけれども、中を見ていただければ分かると思いますので、ここは説明を省略い

たします。 
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こちらはキャッシュフローの状況です。こちらも説明は省略させていただきます。 
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対処すべき課題ということで、これは昨年度となりますが、こちらの最終、第 4 クォーターからこ

の 4 月ぐらいまでにかけていろいろあった話をトピックス的に、私が口頭でお話ししたいと思いま

す。 

1 番目は、新規ビジネスの組成と新技術の研究・開発を挙げております。DX ということでいいま

すと、1 年を通してですけれども、RPA の関連がやはり活発だったなと思います。セミナーからの

新規顧客の引き合い、受注、事例紹介のトピックスの発信などが 1 年を通して行われて、多くの成

果があったと思います。 

また、コロナ関連みたいな話になりますけれども、グループ会社のクリエイティブジャパンという

会社がありまして、そちらでコロナ対応の CO2 センサー搭載の IoT ソリューションを開発して製

品化しました。昨年末から販売を開始し始めております。 

先ほど、デジタルソリューションの話をしましたけれども、今までサービスビジネスとか言ってい

ましたけれども、デジタルソリューションを専門に推進する組織として、ビジネスイネーブルメン

トサービスユニットという組織を 4 月に設立しました。デジタルソリューションの企画、開発、販

売を行っていく専門の組織ということになります。 
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それに多少は関連するんですけれども、以前からわれわれはお付き合いがありました北海道大学の

ベンチャーを、大学発のベンチャーをやっているところがあるんですが、そこの関連の研究室に 1

億円の寄付を 3 月にしました。そちらは大学で AI の研究推進をやっているんですけど、そちらを

もっと研究を進めてほしいということで、活用していただくことにしました。 

また、そこの先生にいろいろアドバイザーとして今までもご助言いただいていたのがありますの

で、引き続きやはりデジタルソリューションを企画推進するというところで、助言をいただこうと

いう、アドバイスをいただこうと考えています。 

それから、デジタル庁の設立に伴って、今年の 10 月 11 日にデジタルの日が新設されます。それ

に合わせて、クレスコの持っている、グループの持っている技術とかアイデアとかをデジタル空間

で発信するような、クレスコフェアを開催します。それに合わせて、デジタルの日に合わせてです

けど、子ども向けのクレスコフェア、子どもクレスコフェアというイベントも開催することにしま

した。 

新技術の発信という意味では、もう 10 年ぐらい前からやっているんですけれども、Engineers' 

Blog ということで、私どもの技術者が毎週投稿しているブログがあるんですが、このブログが私

どものホームページでいうと一番の PV を持っていまして。大体月間で 10 万ぐらいというところ

まで成長しております。社外にアピールして、そういうところでも人材育成につながるのではない

かなと考えております。 

続きまして、2 番目の新規顧客の獲得およびお客様とのリレーションシップ強化についてお話しし

ます。 

昨年下期になって、セミナーとかグループ会社、既存のお客様の紹介などから、新規の引き合いが

活発化してきて、ニーズが顕在化してきています。皆さん、やはり DX で困っていて、どのように

進めていったらいいかというような相談ベースの話も結構多いです。丁寧に対応して、新規の受注

につなげていきたいと思っております。 

既存のお客様では、フォーラムエンジニアリング様、人材派遣の会社です。あとは、朝日生命様、

生命保険の会社です。この 2 社で DX の事例ということで、社外に発表する記事で、弊社のことに

ついて言及いただいたということで。私としては非常にうれしく思っております。 

弊社のホームページからもトピックスとして記事をリンクしておりますが、このような仕事の成果

をお客様と共同でどんどん社外に発信していきたいと思っております。 
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鉄板品質の提供ということです。 

下期、第 4 クォーターを通じて、大きなトラブルプロジェクトは発生しておりません。ただ、今年

度は受注量が増加傾向にありますので、重点プロジェクトの監視とスピーディーな問題対応を継続

してやっていきたいと思っております。 

4 番目の生産性の追求です。 

コロナ禍が続く中ではありますが、在宅、リモート開発が定着してきた感があります。それなりの

生産性が出ていると認識しております。 

ただし、プロジェクトの立ち上げ時の知識の共有ですとか、チームの一体感を醸成するといった点

では、やはりまだ課題があるかなと思っております。 
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5 番目です。開発に従事する人材の確保です。 

部門によっては人不足感が出てきております。特にプロジェクトを立ち上げる要員が不足してきて

いますので、仕事の受け方とか、体制のつくり方は、これから工夫していく必要があるなと思って

おります。 

6 番目の人材の採用と育成です。 

来年度、2022 年の新卒の採用がもう進んでおります。来年度は、2022 年は単体で新卒採用 100 名

という目標で、今年度に比べると少し増やす予定です。 

あとは、社内の技術コミュニティーの活動が非常にオンラインでできるようになりましたので、非

常に活発化しております。 

全国レベルで参加者が集まって、北海道の人間が開催している技術コミュニティーの活動に全国か

ら参加するといったようなケースがたくさん出てきていて、非常にやはりオンラインによって、テ

レワークによってこの辺の育成のやり方は変わってきたなと感じます。 
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働き方改革の推進です。 

先月、東洋経済のオンラインの記事で、有給休暇取得率の高い企業ランキングが出ていまして、87

位に弊社はランクしていました。情報通信業では 8 位です。 

ただし、2020 年度に関しては、在宅勤務が普及した影響だとは思うんですけど、有給消化率は低

下しております。これは世の中全体的にそうみたいです。ただし、有給休暇を取得するような施策

も今年度新たに打っていきたいと思っております。 

8 番目の健康経営の推進です。 

健康経営優良法人 2021 に認定されました。また、非喫煙を含めた基準達成での健康増進手当、こ

こにも書いていますけれども、手当の導入をすることにしました。 

また、3 月ですけれども、コロナ禍で感染防止や治療に従事されている医療従事者の皆さんを支援

するということで、日本赤十字社に 1 億円の寄付を実施しました。 
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9 番目、ダイバーシティへの取り組みです。 

4 月の人事で女性 2 名が事業部長に昇格しました。事業部長に昇格した人間が 3 名いるんですけ

ど、そのうちの 2 名が女性ということで、女性の事業部長が 3 名になりました。 

また、ダイバーシティに関係するかどうか、ちょっと分からないんですけども、当社の社員が企業

対抗ゴルフ個人戦全国決勝で優勝したということで。私ども、ユニークな能力を持っている社員を

採用しようというユニーク採用をやっているんですけど、それで入ってきた社員ですが、全国大会

で優勝したということで、一言ご紹介したいと思います。ホームページにも載せております。 

10 番目、M&A・アライアンスの推進とグループ企業に対する管理の強化です。 

既存、新規の M&A で進行中案件が 1 件あります。常に何件か進んでいますが、1 件、だいぶ進ん

でいるのがあります。 
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11 番目、コーポレート・ガバナンスの推進です。 

取締役および執行役員の報酬を決める報酬委員会の立ち上げの準備に入っています。委員は社外取

締役中心で構成する予定でして、今年度から機能させようと思っています。 

また、取締役のスキルマトリックスですね、この辺も導入しようということで検討に入っておりま

す。 

最後 12 番目ですが、事業ポートフォリオの最適化と柔軟な組織経営です。 

先ほどから申しましたとおり、事業のポートフォリオを変えましたので、第 1 クォーターの決算発

表が 8 月にありますけれども、そのときからは新しいポートフォリオでご報告することになりま

す。 
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次の話です。その他の開示事項で、役員の人事ということで少しお話しします。 

これは、4 月 26 日にもう発表になっているんですが、特筆すべきは右側の退任役員、退任予定役

員の中で岩﨑という者が退任します。 

弊社の創業者で、長年社長、会長を 33 年間務めてきた人間です。取締役はもう完全に退任します

が、名誉会長ということで会社には残る予定にはなっております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

33 
 

 

あと、5 月 10 日、セグメントが変わりましたということで、先ほど来話している内容のリリース

をしております。 

この辺のところの説明は省きますので、後でご覧になっていただければと思います。 

私の発表は以上になります。 

司会：根元社長、ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会：それでは、これより質疑応答のお時間といたします。 

それでは、ご質問をお読みいたします。 

2030 年度、売上高 1,000 億円のうち、デジタルソリューションでどれくらいの金額を目指してい

ますかというご質問です。お願いいたします。 

根元：2030 年の時点の目標感というのは、今はまだ定めておりません。ただ、今、現状でいいま

すと、大体 15 億円程度なんですね。それを 3 年後、2023 年には 40 億円から 50 億円というとこ

ろまで持っていきたいと思っています。 

新しいデジタルソリューションを開発する、もしくはそういうものを持っている会社を M&A する

とか、いろいろやり方はあると思うんですけれども。そういう、まずはこの 3 年というところでの

数字を捉えております。 

司会：ありがとうございます。次のご質問です。 

資料の中のデジタルソリューションの拡充で、新たなデジタルソリューション開発およびアライア

ンスによるラインナップ拡充とありますが、詳しく教えてくださいというご質問です。お願いしま

す。 

根元：先ほど申しましたとおり、デジタルソリューションというのは、やってはいるんですけれど

も、年間で 15 億円ぐらいのまだ売上ですので、そこのやはり既存にあるものを強化して販売いく

というのはあると思います。クラウド系ですとか、RPA の自動系とか、そういうところはまだま

だ伸びるだろうと。既存のものでも伸びるだろうと思っております。 

新しい分野はどういうものが入るかというのは、これはなかなかマーケティングをしながらやって

いかないと駄目なのだろうなとは思っていますけれども。技術的に言うと、やはり AI の関連はあ

るだろうなと。AI を使ったものというのはあるだろうなと思っております。 

具体的に、今はまだ開発しているもの、新しいデジタルソリューションで開発中のものというのは

今はないです。まだいろんなマーケティングをしながら、どういうニーズがあるかというところを

探っている。 
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あとは、他社とのいろんなジョイントができないかということを今、検討しているというような段

階であります。 

司会：ありがとうございました。次のご質問です。 

2023 年の 500 億円のうち、M&A はどのくらいを考えていらっしゃるでしょうかというご質問で

す。お願いします。 

根元：M&A は、やはり相手があることなので、うまくいく、いかないというのは相手との調整ご

とになると思うんですけれども。少なくとも売上規模で 20 億円から 30 億円ぐらいのものは M&A

で成長させたいと思っております。もっと大きくても別にそれは構わないですけれども、やはりそ

の案件によるかなと思っています。 

司会：ありがとうございます。次のご質問です。 

デジタルソリューションの成長を楽しみにしておりますが、御社の長期的な事業戦略について教え

てください。現在、大企業を中心にマイグレーションおよびモダナイゼーションによって、レガシ

ーシステムがクラウドベースおよびアプリの最適化へということが行われています。 

御社が得意とする IBM のシステムは、このような時流でシェアを広めると考えているのですが、

AWS や Azure、Salesforce、SAP などの海外勢やサイボウズなどの国内勢と結び付きを強める戦

略というのはあるでしょうか。 

もし SAP との連携を強める場合、クレスコ・イー・ソリューションの御社グループ内でのポジシ

ョニングを教えてくださいというご質問です。お願いいたします。 

根元：IBM とは、もう創業以来の付き合いでして、やはり IBM が大型のコンピューター、それか

ら UNIX、いろんな新しいミドルウェア、最近ですと AI の Watson とか、新しいテクノロジーをや

はり広めてくれている、そういうところをわれわれが一緒に仕事をしながら、新しい技術を学ん

で、それをお客様に提供するということはやってきております。 

ただ、最近は、今名前が出ていましたけれども、クラウドシフトということで、Amazon を筆頭と

するクラウドの仕事は非常に増えております。Amazon でいいますと、私どもは 2012 年から

Amazon の AWS のパートナーになっていまして、今、もう 200 人以上の技術者、資格者がおりま

して、Amazon の中でのパートナーの位置付けというのもかなり上のほうではあります。非常に仕

事としては多いです。 
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ただし、規模が大きいかというと、一個一個の規模は IBM のレガシーのシステムに比べると、一

個一個のプロジェクトの規模感は小さい。ただ、今でもかなりやっています。非常な勢いで伸びて

おります。 

それから、Microsoft の Azure については、ここ 3～4 年、非常にわれわれも Azure を使った仕事

をやり始めていますし、われわれの社内システムのかなりの部分が実は Microsoft の Azure、新し

い技術を使ったところで動いておりまして。 

Microsoft、多分きょうホームページに出ていると思うんですけども、Microsoft のクラウドパート

ナーのゴールドか何か、私もよく分かりませんけれども、そういうのになったという形で。

Microsoft のクラウドの事例みたいなところにも発表されていますので、そちらも今後かなり伸び

ていくかなと思っています。 

Salesforce については、われわれ本体ではやっていないですが、グループ会社でイニシアスという

昨年 M&A した会社がありまして、ここで何十人か、Salesforce の開発の技術者がおります。 

それから、SAP については、もともともう 20 年以上前からクレスコ・イー・ソリューションでや

っていまして、こちらはエンドユーザーですね、直のユーザーをとにかく取って、マーケティング

して、直のユーザーをどんどん獲得していこうということで。 

ここ 5 年ぐらいは、売上的には結構伸ばしてきておりますが、エンドユーザー直のプロジェクト

は、それなりにリスクもありますので、少し品質問題とかコストオーバーランというようなことが

一昨年とか、その前の年ぐらいはちょっとあって苦戦はしていましたが。昨年度はだいぶ収益性も

上がって、元に戻ってきたということで。引き合いとしてはかなりあるかなと思っています。ここ

はここでやはり頑張って、もっとビジネスの成長をさせていければなと思っております。 

ですから、ご質問に書いていますけれども、IBM は IBM でレガシーのところもやってはおります

けれども、新しいところのクラウド系の仕事というのも、それ以上の勢いでは伸びているというの

が答えになります。以上です。 

司会：ありがとうございました。 

それでは、お時間もまいりましたので、これをもちまして質疑応答を終了いたします。 

最後に、根元社長からごあいさつがございます。よろしくお願いいたします。 

根元：きょうは、お忙しいところ説明会に参加いただきまして、本当にありがとうございます。 
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まだコロナ禍で世の中は不自由な状況が続いていますが、幸いにもわれわれの業界、弊社は非常に

DX の波がこれから本格的に来るのかなということを感じておりますので、ビジネスをもっともっ

と盛り上げて、投資家の皆様のご期待に応えられるように頑張っていきたいと思います。 

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

司会：根元社長、ありがとうございました。 

これをもちまして、本日の決算説明会を終了といたします。 

最後までご視聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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